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～前期の高成長から減速も堅調持続、内外需の成長ミックスも良好～ 
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・ 既報の通り、7-9月期のドイツの実質ＧＤＰ成長率は前期比＋0.7％、同年率＋2.8％と、前期の高成長

（同＋2.3％、同年率＋9.5％）から減速したが、なお堅調な回復を続けている。新たに公表された需

要項目別の内訳は、在庫投資がマイナス寄与となったものの、個人消費、政府消費、固定資本投資、

外需寄与度が緩やかな景気拡大を後押しした（左図・表）。 

・ 個人消費は前期比＋0.4％と、Ｗ杯特需もあった前期（同＋0.6％）からやや減速したが、堅調な増勢

を維持。雇用環境の改善が消費拡大につながっている。固定資本投資は前期比＋1.3％と、建設投資の

大幅増で盛り上がった前期（同＋5.6％）から減速したものの、予想以上に底堅い。建設投資は同▲

0.4％と小幅マイナスにとどまり、年初の天候不順による建設活動の後ズレで盛り上がった前期（同＋

6.9％）からの反動減は僅か。建設以外の設備投資は３四半期連続で同＋４％前後の伸びが続いており、

投資の基調は底堅い。在庫投資は３四半期振りのマイナス寄与となったが、最終需要の増加が続いて

おり、企業の予想を上回るペースで需要が回復した可能性がある。外需は同＋0.3％ポイントと前期

（同＋0.4％ポイント）並みのプラス寄与を維持。輸入も３四半期連続で増加しており（右図）、ドイ

ツの景気拡大の恩恵は他のユーロ加盟国に全く及んでいない訳ではない。 

■ドイツ：実質GDP成長率（前期比年率、％） ■ドイツ：個人消費と輸入（前期比年率、％）

出所：ドイツ連邦統計局 出所：ドイツ連邦統計局
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■ドイツＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質
ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需

個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入
投資

09/1-3月期 ▲ 11.2 ▲ 13.1 (▲ 2.8) 0.8 4.5 ▲ 27.6 (2.0) (▲ 10.3) ▲ 35.0 ▲ 19.7
09/4-6月期 3.0 1.9 (▲ 3.5) 2.1 2.4 ▲ 4.1 (▲ 4.3) (5.5) ▲ 5.3 ▲ 17.2
09/7-9月期 4.9 2.8 (3.7) ▲ 4.9 3.4 3.1 (5.4) (▲ 0.9) 13.4 17.3

09/10-12月期 1.4 1.3 (▲ 6.6) ▲ 0.1 ▲ 1.1 ▲ 3.0 (▲ 5.4) (7.8) 11.2 ▲ 6.2
10/1-3月期 2.9 2.3 (7.3) 0.8 7.8 4.8 (4.6) (▲ 5.0) 12.5 28.7
10/4-6月期 9.7 9.5 (7.8) 2.4 ▲ 4.3 24.2 (2.8) (1.7) 35.6 34.9
10/7-9月期 2.9 2.8 (1.6) 1.8 4.6 5.1 (▲ 1.2) (1.2) 9.6 8.0

出所：ドイツ連邦統計局  


